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1 問題の所在と研究の目的・方法

「総合的な学習の時間jの導入によって引き

起こされた混乱は， 1980年代末以降，教育観の

転換が叫ばれ続けてきたにもかかわらず，それ

がスローガンに留まり，実践を視野に入れた確

かな教育理論の構築には未だ至っていない，と

いうことの現れとみることができょう。このよ

うな状況下にあって急務とされるのは，教育実

践を支えることのできる理論枠組みを見出すこ

とではないだろうか。そして，そのためには教

育全体に対して総合的な検討を行うことができ

るような視座が必要となる。

そこで着目したいのは， r詩聖jと称される世

界的に著名なインドの詩人ラピンドラナート・

タゴール(Rab阻む郎lathTagore 1861・1941)

である。彼は 1913年に東洋初のノーベル賞を

受賞(文学賞)した人物であるが，このような

彼の功績は， 40歳の時に，シャンティニケタン

(8卸値ukeぬn)の地に修養道場を創立し，そ

の私塾を国立の国際大学にまで育て上げた教育

実銭者としての生き方に裏打ちされている。そ

の彼が掲げた理論は，全ての事物を除外するこ

となく統合・調和させる「ユニティの教育Jと

して集約することができるが，そこには人聞を

豊かに成長・発達させるために不可欠な教育の

根本現念が横たわっているoそれゆえ， rユニテ

イの教育jに対して新たな視角から解釈・考察

することによって， r総合的な学習jのみならず，
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教育という営みそのものを根源的に聞い直すた

めの視座が獲得され，同時に，教育実践を支え

る理論枠組みを作り上げる知見が得られるよう

に思われる。

本研究は，①タゴールの教育実践の根本原理

である「ユニティの教育Jについて，まず，そ

の形成基盤を明らかにし，次に，その思想的基

盤について考察を加え，②「ユニティの教育j

を「生の全体性を育むJための理論枠組みとし

て解釈し，現代学校教育への援用可能性を探る

ことを目的とする。研究の方法は文献研究であ

り，タゴールの講演に基づいた論文集『人間の

宗剥を中心文献とする。タゴール思想の形成

基盤を概観するにあたっては，彼の生涯全体が

その考察対象の時期となるが，彼の思想的基盤

の解明に際しては，彼が泊汐トでの講演活動を積

極的に展開し始めた1912年から『人間の宗剥

を完成させた1931年までを中心とする。

2 研究の概要

第1章では，タゴール思想の形成基盤につい

て解明を行ったo まず，祖父ダルカナートと父

デベンドラナートに社会活動家ラムモホン・ラ

イを加えた三人の存在が，伝統的なインドの世

界観と近代インドのモダンな価値観との融合を

志向する彼の多様な思想、を形成する基盤となっ

たことを明らかにした。次に，タゴールが自ら

の不登校という経験から人間的な教育の大切さ

を痛感したこと，そして，そのような彼の考え

-198-



方が世界的な詩人誕生のきっかけとなっただけ

でなく，近代の学校教育制度とは別の価値観に

支えられた教育観の基盤となったことを解明し

た。また，このような幼・少年期を経て，タゴ

ールが宗教改革運動およびベンガノレの船す改革

運動に取り組み，その献身と挫折から人間教育

への視座を導き出したことを明らかにした。

第2章では， rユニティの教育jの思想的基盤
について考察を加えた。一点目に，タゴールの

レトリックの特徴や彼の表現から，彼の思想が

対話的であること，また，宗教から強い影響を

受けていることを明らかにした。二点目として，

タゴールの人間観を「完創生を求める精神的存

在jという言葉から読み解き，彼が人間の成長・

発遣を fヒューマニテイjの確立と「人間の尊

厳Jを基調とする平和主義の宣揚に求めたこと

を解明した。そして，人間は想像力を用い， r愛

の無関全Jや f生命の永遠性Jを感得すること

によって，自らの生を創り上げていくこと，ま

た，人間は f自己放榔j という自己の主体的・

積極的な部分的放棄によって自己の完成や自己

実現を成し遂げる，という人間観を解明した。

さらに， r生の哲学Jを意味するジボン・ドルシ

ョンというベンガル語から，彼の人間観が f生j

への積極的な洞察によって成り立ち， r生の充

実jや「生の成就Jを目的とする動的な人間観

である，と解釈した。三点目に，タゴールの宗

教観が，まず， r普遍的人間Jという人間的なイ
メージに基づいていること，次に， r愛jと「叡

智Jという精桝由こよって，宗教を観念的にで

はなく実践的に表現し得るものであること，さ

らに，人間の成長や発達が f人間のための宗教j

を創り上げていくという人間的な視点から捉え

られていることを明らかにした。

第3章では， rユニティの教育jを「生の全体

性を育むjための理論枠組みとして解釈するこ

とを試みた。まず， rタゴール学園jにおける教

育実践を弘中和彦の分析やアマルティア・セン

の証言から考察することによって， rタゴール学

園jの教育が， r共生J，r寛容J，r体験J，r協同J，

f創造j という 5つの原理が相互に連関しあい

ながら調和と融合を成し遂げ，具榊句な活動を

支えるものである，と解釈した。次に， rユニテ
ィの教育jは，タゴールの人間の生をトータル

に捉える人間観に基づき， r人間の生の全体性を

育むJことを目指して行われているものである

こと，そして，それを実現するためには， r成長

の自由の保障j と「調和と融合の実現j という

2つの視座が必要であることを明らかにした。

3 研究の成果と繰題

以上のような考察を踏まえると， rユニティの

教育jは多義的な価値を除外することなく含み

こみ，体験を重視する「成長の自由の保障jの

教育であり，また「調和と融合の実現j という

視座を有する教育の全体性を重視した教育であ

ったと捉えることができ，それゆえ，これらの

ことは現代学校教育を根本的に見直すための理

論枠組みであるということができる。

なお，今後の研究課題として次の2点をあげ

ておきたい。

①「生の全体性を育むj という視座形成のため

には， rユニティの教育jから抽出した， r共生J，

f寛容J，r体験J，r協同J，r創造Jという 5つ

の原理と「生の全体性jを支える「成長の自由

の保障Jと「調和と融合の実現Jという 2つの

視座の関係構造を明確にする必要がある。

②「生の全体性を育むjためには，学校現場に

おいて，どのようなカリキュラム編成が求めら

れるかについての実践的な研究を積み重ねる必

要がある。
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